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広報

　1月9日（月・祝）、自然休養村管理センターで井手町成人式が行わ
れ、成人を迎えた男性43名、女性43名、合わせて86名が大人の仲間
入りをしました。
　式典には、汐見町長をはじめ、木村町議会議長、宮本町選挙管理委
員長、町議会議員、各区長、各関係団体の役員など約50名の方々が
来ひんとして出席。
　新成人を代表して、実行委員の宮崎光平さん（玉水区）が力強く
成人の誓いを行いました。
　式典後は、新成人らが自分たちで企画した第２部が行われ、小・
中学校時代の恩師から当時の思い出話や励ましの言葉を受けたあと、
ビンゴゲームを行い、会場は大いに盛り上がりました。
　また、開式前には町選挙管理委員会が新成人に選挙への関心を持
ってもらおうと、実際の選挙と同じ手順で模擬選挙を実施しました。
新成人たちは、「井手町をアピールして欲しい芸能人」を『ＡＫＢ48』
『ＥＸＩＬＥ』『嵐』『ＫＡＲＡ』から選び投票を行いました。

８８６６名が大人の仲間入名が大人の仲間入りり
井手町成人井手町成人式式
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い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

井
手
町
消
防
出
初
式

式辞を述べる
汐見町長

　
１
月
８
日
（
日
）、
井
手
町
消
防

団
（
綱
田
貞
二
団
長
）
や
京
田
辺

市
消
防
署
井
手
分
署
に
よ
る
消
防

出
初
式
が
、
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
整
然
と
し
た
分
列
行

進
か
ら
始
ま
り
、
綱
田
団
長
以
下

１
５
８
名
の
消
防
団
員
、
京
田
辺

市
消
防
署
井
手
分
署
員
、
各
地
区

の
自
主
防
災
組
織
の
方
や
ポ
ン
プ

車
な
ど
も
入
場
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
汐
見
町
長
か
ら
「
元

気
は
つ
ら
つ
と
し
た
分
列
行
進
を

拝
見
し
大
変
心
強
い
。
災
害
時
、

そ
の
第
一
線
に
立
つ
の
は
皆
さ
ん

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て

住
民
の
期
待
に
こ
た
え
て
頂
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。」
と
式

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
綱
田
団
長
か
ら
「
本
年

も
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
た
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
備
え
て
団
活
動
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。」と
訓
示
が
述
べ

ら
れ
た
あ
と
、
優
良
消
防
団
員
の

表
彰
状
授
与
式
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
来
ひ
ん
か
ら
は
、
府
知
事
代
理

の
黒
瀬
総
務
部
長
を
は
じ
め
、
田

辺
警
察
署
長
代
理
の
廣
田
副
署

長
、
木
村
町
議
会
議
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

鎌
田
隆
宏
さ
ん
か
ら
、
表
彰
に
対

す
る
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
消
防
団
員
に
よ
る
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々

訓示を述べる
綱田団長

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◇
（
財
）
京
都
府
消
防
協
会
表
彰

功
績
章
　
阿
辻
康
雄

精
績
章
　
鎌
田
隆
宏

精
勤
章
　
山
田
敬
幸
　
脇
田
英
訓

窪
田
明
夫
　
寺
村
幸
治

◇
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
長
表
彰

今
井
伸
　
小
川
督
　
田
村
英
樹

梶
田
篤
志
　
小
嶋
孝
司
　
窪
田
貴

夫
　
岩
城
輝
和
　
寺
村
勝
彦
　
中

野
義
之

◇
町
長
章

西
島
誉
晃
　
森
島
英
之
　
西
島
拓

哉
　
福
田
督
　
保
髙
信
人
　
辻
本

善
紀
　
山
本
竜
也
　
安
永
朋
弘

橋
本
秀
臣
　
奥
山
英
高

◇
団
長
章

古
川
祐
輔
　
中
坊
博
誠
　
佐
藤
真

一
　
泉
克
典
　
坂
井
幸
一
郎
　
国

本
泰
典
　
窪
田
直
行
　
八
木
幸
治

奥
田
耕
太

◇
精
勤
章

木
村
啓
介
　
柳
本
悟
　
中
田
幸
平

藤
林
秀
徳
　
梶
田
篤
志
　
保
髙
信

人
　
西
島
健
悟
　
伊
庭
純
蔵
　
泉

克
典
　
大
西
正
晃
　
髙
田
頼
行

八
木
宏
行
　
津
島
義
輝
　
国
本
光

浩
　
岡
田
拓
也
　
窪
田
幸
弘
　
八

木
昌
司
　
脇
本
尚
憲

表彰の様子

　
　
月
７
日
（
水
）、
自
然
休
養
村

１２
管
理
セ
ン
タ
ー
で
井
手
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会
（
二
木
昭
男
会

長
）
の
高
齢
者
健
康
づ
く
り
講
演

会
が
催
さ
れ
約
　
名
が
参
加
し
ま

５０

し
た
。

   日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

の
清
水
津
利
江
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
元
気
な
か
ら
だ
作
り
を
テ
ー

マ
に
歌
や
、
体
操
、
２
人
１
組
で

棒
を
支
え
合
う
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行

い
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

せ
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
に
行
わ
れ
、
井
手
玉
川

大
学
の
講
座
の
１
つ
と
し
て
も
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
タ
レ
ン
ト
の
辻
イ
ト

子
さ
ん
に
よ
り
「
輝
け
い
の
ち
～

知
的
障
害
の
長
女
と
共
に
生
き
生

か
さ
れ
て
～
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
子
育
て
を
中
心

に
自
身
の
タ
レ
ン
ト
を
目
指
し
た

経
緯
な
ど
「
涙
あ
り
、
笑
い
あ
り
」

の
講
演
で
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

人
権
の
つ
ど
い

高
齢
者
健
康
づ
く
り

講
演
会

ゲームを楽しむ参加者

講演に聞き入る参加者

   　
月
６
日
（
火
）
井
手
町
人
権

１２
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、
会
場
と

な
っ
た
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル
に
は
約
１
４
０
名
の
参

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
人
権
の
つ
ど
い
は
、
毎
年
　
月
１２

４
日
～
　
日
の
人
権
週
間
に
合
わ

１０

　
　
月
７
日（
水
）と
　
日（
金
）、

１２

１６

玉
川
保
育
園
で
人
形
劇
団
京
芸
に

よ
る
人
形
劇
が
行
わ
れ
、
町
内
３

保
育
園
の
園
児
や
地
域
の
未
就
園

児
が
観
覧
し
ま
し
た
。

   ７
日
は
、
乳
児
を
対
象
に
、　１６

日
は
、
３
歳
児
以
上
を
対
象
に
し

た
劇
が
上
演
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
人
形
劇
の
世
界
に
夢
中
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
の
人
形
劇
団
が

や
っ
て
き
た

人形劇に夢中になる子どもたち
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は
沿
道
の
声
援
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
懸
命
に
走
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
も

１
・
５
キ
ロ
コ
ー
ス
と
同
じ
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は
自
ら

の
健
康
づ
く
り
と
日
頃
の
運
動
不

足
解
消
の
た
め
に
と
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
優
勝
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
１
・
５
キ
ロ
の
部
】

小
学
校
低
学
年
男
子
　
　
吉
岡
楓
凱

小
学
校
低
学
年
女
子
　
山
本
澪

【
２
・
５
キ
ロ
の
部
】

小
学
校
中
学
年
男
子
　
村
田
青
空

小
学
校
中
学
年
女
子
　
福
島
萌

小
学
校
高
学
年
男
子
　
岩
田
颯

小
学
校
高
学
年
女
子
　
吉
川
奈
穂

【
７
キ
ロ
の
部
】

中
学
校
男
子
　
　
　
　
田
井
中
秀
虎

中
学
校
女
子
　
 

花
田
史
子

一
般
男
子（
　
歳
以
下
）   曽
谷
武
史

３９

一
般
男
子（
　
歳
以
上
）   山
本
博
之

４０

一
般
女
子（
　
歳
以
上
）   松
本
里
美

４０

　
１
月
　
日
（
日
）、
井
手
町
体
育

１５

協
会
（
山
本
一
男
会
長
）
主
催
の

第
６
回
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
第
　
回
２０

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
、
約

２
２
０
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
１
・
５
キ
ロ
、

２
・
５
キ
ロ
、
７
キ
ロ
の
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
参
加
者

商
店
街
シ
ン
ボ
ル
　
　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
定

　
　
月
　
日
（
月
）、
井
手
町
商
工

１２

２６

会
館
で
、
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
開
発
事
業
第
２
回
実
行
委
員
会

（
小
川
幸
一
会
長
）
が
開
か
れ
、
シ

ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
月
１
日
か
ら
　
日
に
か
け
て

１１

３０

井
手
町
と
井
手
町
商
店
街
の
Ｐ
Ｒ

に
使
用
で
き
る
親
し
み
や
す
く
か

わ
い
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
テ
ー
マ
に
募
集
が
行
わ

れ
、
全
国
か
ら
３
３
４
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
同
実
行
委
員

会
で
は
、
委
員
の
事
前
投
票
に
よ

り
候
補
を
５
作
品
に
絞
っ
た
う
え

で
、
協
議
を
重
ね
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
決
定
さ
れ
た
「
い
で
た
ん
」
は
、

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
帽
子
を
か
ぶ

り
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
た
け
の
こ
な
ど

の
特
産
品
を
入
れ
、
服
の
ボ
タ
ン

は
町
の
花
で
あ
る
山
吹
を
あ
し
ら

井
手
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　
１
月
　
日
（
月
）、
自
然
休
養
村

１６

管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
第
２
回
井
手

町
学
校
施
設
エ
コ
ス
ク
ー
ル
化
調

査
研
究
委
員
会
（
近
本
智
行
委
員

=長
 
立
命
館
大
学
理
工
学
部
教

授
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
町
内
の
小
中
学

校
を
、
施
設
の
省
エ
ネ
化
や
環
境

教
育
の
充
実
に
よ
り
「
エ
コ
ス
ク

ー
ル
」
化
す
る
た
め
の
調
査
研
究

の
た
め
組
織
さ
れ
、
学
識
経
験

者
、
小
中
学
校
長
や
行
政
関
係
者

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
先
進
施
設
の
視
察

報
告
や
小
中
学
校
に
対
す
る
環
境

教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調

査
報
告
、
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
で
は
　
年
２３

度
中
に
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
る

予
定
で
す
。

小
中
学
校
の
エ
コ
　
　
　
　

　
　
ス
ク
ー
ル
化
に
向
け
て

楽
し
み
な
が
ら
講
演
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

声援を受け一斉に
スタートする子どもたち

障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

『
障
害
者
週
間
』啓
発
事
業

講演会の様子

　
　
月
８
日
（
木
）、
自
然
休
養
村

１２
管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
綴
喜
二
市
二

町
『
障
害
者
週
間
』
啓
発
事
業
実

行
委
員
会
主
催
の
平
成
　
年
度

２３

「
障
害
者
週
間
」啓
発
事
業
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
約
２
３
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
同
式
典
で
は
、
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
が
行
わ
れ
、
希
望
者
に
は

点
訳
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
谷
岡

圭
司
啓
発
事
業
実
行
委
員
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
汐
見
町
長

が
「
地
域
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
の
推
進
を
は
じ
め
、
福
祉
、

教
育
、
雇
用
な
ど
の
様
々
な
分
野

に
お
け
る
障
害
者
施
策
の
一
層
の

充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。」と
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
和

田
行
雄
山
城
北
保
健
所
長
が
祝
辞

を
述
べ
、
樋
口
ち
づ
子
啓
発
事
業

副
実
行
委
員
長
が
障
害
者
社
会
参

加
宣
言
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
全
盲
の
落

語
家
　
桂
福
点
さ
ん
に
よ
る
「
大

笑
い
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」と
題
し
た
講
演
が
、

落
語
や
歌
、
笛
の
演
奏
を
交
え
行

わ
れ
ま
し
た
。
落
語
の
世
界
、
音

楽
の
世
界
に
入
っ
た
理
由
が
障
害

者
理
解
の
観
点
か
ら
軽
快
に
わ
か

り
や
す
く
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は

実行委員会の協議の様子

っ
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。
同
実
行
委
員
会
で
は
、
今
後

こ
の
デ
ザ
イ
ン
を
元
に
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
完
成
さ
せ
着
ぐ
る
み
や
販

売
促
進
グ
ッ
ズ
を
製
作
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
。　

シンボルキャラに
決定した「いでたん」

委員会の様子
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▼

　1月4日（水）、朗読ボランティアサークル「ふれあい」（上田恵子
代表）のメンバーが役場を訪れ、汐見町長の新年あいさつを収録し
ました。同サークルは、町の行事や季節の催しなどの情報を『声の
広報』として収録し、目の不自由な方や希望者に配布しています。
　通常は、メンバーが交代で朗読をしていますが新年の町長あいさ
つに関しては、毎年汐見町長本人に朗読を依頼されています。

▼

　12月21日（水）、イデレンジャーコンサート実行委員会（巽敦
予代表）の方々が役場を訪れ、イデレンジャーテーマソングＣＤ
の完成を汐見町長に報告しました。
　昨年デビューしたローカルヒーロー、イデレンジャーを広く知
ってもらうため井手の自然を守るというコンセプトで歌詞が作ら
れたもので、完成したＣＤは図書館で貸出ができます。

▼

　1月7日（土）、玉水駅前休憩所「さくら」で来店者に対して七草
粥の振舞いが行われました。これは、さくらの従業員（山背古道椿
坂＝木田静子代表）が、お正月で疲れた胃を休めてもらい、一年間
無病息災で過ごしてもらおうと行っている恒例の催しです。
　また、この日は玉川保育園の5才児17名が招待され、焼き餅入り
の七草粥を「おいしい」と元気よくおかわりしていました。

▼

　1月１１日（水）、12日（木）の2日間、井手町まちづくり協議会
（小川俊雄会長）のメンバーが大丸京都店で開かれた「第14回京の味
めぐり・技くらべ展」に出店し、大根、水菜、ねぎなどの新鮮野菜
やまちづくりセンターで販売している特産品を販売しました。
　とれたての野菜はどれも大変好評で、購入者には町の観光パンフ
レットなどを配布し、井手町のＰＲを行いました。

▼

　1月13日（金）、多賀老人クラブ連絡協議会（村田喜昭会長）の
新年会が賀泉苑で行われ188名が参加しました。
　めでたく米寿を迎えられた11名の方、喜寿を迎えられた23名の
方にお祝いの記念品が贈呈されました。昼食をはさんで行われた
演芸発表では、カラオケなどの発表や多賀保育園児らの演技、剣舞
ショーなどを楽しみました。

▼

　1月１4日（土）から22日（日）にかけて、山吹ふれあいセンター、
賀泉苑、保健センターで井手町図書館による絵本の贈呈が行われ76
名の方が贈呈を受けられました。
　この事業は親子の絆を高め子どもの感性を磨くため、１歳から3歳
までの幼児を対象に保護者の希望する絵本を贈っており、受け取り
の利便性を高めるために今年度は初めて、賀泉苑、保健センターで
も贈呈が行われました。参加者はボランティアによる読み聞かせを
親子で受けたあと希望の絵本を受け取っていました。
　同様の事業は2月下旬にも行われる予定で対象者には郵送で通知
されます。お問い合わせは井手町図書館（℡82-5700）まで。
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ごみ減量化に関する補助金について
○井手町再生資源集団回収事業補助金
　地域の子供会や老人クラブ等が古紙類や古布を回収し、
資源回収業者へ引き渡した量に応じて、１ｋｇあたり５円
を補助します。
○家庭生ごみ自家処理容器等購入費補助金
　生ごみ処理機などを購入された方への補助金です。
　　コンポスト容器（非電源）
　　　　　・・・購入価格の2分の1（上限4,000円）
　　家庭用生ごみ処理機（電源使用のもの）
　　　　　・・・購入価格の2分の1（上限20,000円）
　※町内の店舗で購入された住民（世帯主）に限ります。
※お問い合わせは、産業環境課（℡82－6168）まで

◎平成２４年４月１日より、燃やす
　ごみ袋の透明・半透明化を完全
　施行します。

　《その他ごみ（不燃ごみ）やビン・カン・
　ペットボトルなどは以前より、中身の
　見える袋に入れて出して頂いています
　ので、全てのごみにおいて、中身の見え
　ない袋などでごみを出すことは出来な

　くなります。》

▼
　1月1５日（日）、まちづくりセンターでとんど焼き（左義長）が
行われました。
　センター駐車場に青竹で組まれたやぐらが燃え始めると参加者
らは正月の、しめなわかざりなどを火に投げ込み、今年の無病息災
や五穀豊穣、目標達成などを祈願しました。やぐらが今年の恵方
である北北西に倒されたあと、参加者にぜんざいが振舞われまし
た。

▼

　1月17日（火）、公平委員会制度60周年記念総務大臣表彰を
受賞された山本昭雄さんが、役場を訪れ汐見町長に受賞報告を
行いました。
　山本さんは、平成12年5月に就任以来、4期11年にわたり公
平委員を務められており、全体の奉仕者として誠実かつ公平に
優れた識見と熱意をもって活躍、現在は委員長を務められてい
ます。長年の貢献により井手町における公平委員会制度の発展
に大きく寄与されたと評価され今回の受賞につながりました。

▼

　1月17日（火）、京都府知事表彰を受賞された井手町消防団
（綱田貞二団長）の方々が役場を訪れ、受賞した竿頭綬を汐見
町長に披露し受賞報告を行いました。
　規律が厳正で技能に熟達し訓練成績が優秀な消防機関とし
て知事から表彰を受け、団旗の先に取り付ける竿頭綬を受け
られました。綱田団長は「大変光栄ですが、諸先輩方の功績の
おかげで受賞できたものだと思います。これからも受賞を励
みに頑張ります。」と話されていました。

～燃やすごみ袋の透明・半透明化　完全施行に向けて①～
（ごみ減量化に向けて⑰）
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土金木水火月日
18171615141312

　
よちよちちゃん広場
「ぴょんぴょんカエル」
（支援センター）

さんさん会
（支援センター）

　体育あそび
 午前１０時～１１時
（玉川保育園）

＊hughug＊
（支援センター）

バランスボール
午前10時～正午

（支援センター）
25242322212019

さんさん会
（支援センター）

ぴよぴよちゃん広場
「ぴょんぴょんカエル」
（支援センター）

＊hughug＊
（支援センター）

おでかけ広場
午前１０時～正午
（西部公民館）

323/129282726
さんさん会

（支援センター）

ストレッチ体操
午前１０時半～正午
（支援センター）

１０９８7654
とことこちゃん広場
ぴよぴよちゃん広場
よちよちちゃん広場
（支援センター）

さんさん会
（支援センター）

＊hughug＊
（支援センター）

 子育てサークルの紹介・活動
さんさん会：午前１０時～ 正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】
　　　　　　　代表：林     （携帯電話　０８０－１４５１－１８２２）
カモミール（キッズケア）【未就園児の親子】
　　　　　　　代表：平間  （携帯電話　０９０－５３６７－０３９７）
竹の子ひろば：毎週木曜日　午前１０時半～正午【未就園児の親子】
　　　　　　　代表：吉岡　（携帯電話　０９０－３９２６－７８７７）
＊hughug＊（ベビーマッサージサークル）午前１０時半～正午【0歳～1歳位の親子】
　　　　　　　代表：丸山　（携帯電話　０８０－３７６２－５８７１）
★初めての方は、代表までご連絡ください

各広場の対象者　場所：子育て支援センター
＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の親子

＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～1歳半位の親子

＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～6ヶ月位の親子

＊おでかけ広場：妊婦～就学前の親子
※上記の広場の予約は、いりません。

子育てをサポートします　　　　　　　　　　　
　　★お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料） 
　　★一時預かりの時間 平日（月～金曜日） 午前8時半～午後4時半の必要時間 　
　　　　　　　　　　 土曜日　  午前８時半～正午の必要時間 　　

石垣フレッシュグループ　（杉山フキエ代表）

まちづくり協議会団体紹介

　石垣フレッシュグループは平成2年に結成され、今年で
23年目を迎えました。当初は味噌づくりから出発し、現在
は、ふれあい福祉まつり・桜まつり・井手町文化祭などの町
内のイベントの際に、農園直売の新鮮野菜の販売活動を行
っておりご好評を頂いています。
　今後も「減農薬・新鮮野菜」をモットーに、安全で美味し
い野菜を皆さんに食べてもらえるように頑張ります。

●ＯＰＥＮ　
　午前９時～午後５時
　（冬季は午後４時）
●休館日 　 
　火曜日・金曜日の祝日
　夏季、年末年始　

※お問い合わせは、
　まちづくり協議会事務局（℡82-6162）まで
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子育て支援センターからのお知らせ

2月・3月の事業　利用時間：月曜日～金曜日　午前9時半～午後4時　【ＴＥＬ・ＦＡＸ：82－2232】

日時：2月13日（月）午前１０時～正午
場所：玉川保育園ゆうぎ室
講師：澤淳子さん（ボディケアーインストラクター）
対象：大人（お子さんは６ヶ月まで同伴可）
　　　動きやすい服装で参加　要予約
講義内容：有酸素運動（バランスボール）
　　　　　脳の活性化　産後のボディケア

ママのためのリフレシュ講座
バランスボール

日時：3月1日（木）午前10時半～正午
場所：子育て支援センター
講師：鬼村志穂さん（ベビーダンス協会インストラクター）
定員：８名　動きやすい服装で参加　要予約
講義内容：ストレッチ体操　骨盤体操　
　　　　　筋力アップ体操

※お申込みは、子育て支援センター（℡82-2232）まで

ストレッチ体操
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Ｒ
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）

!!
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第２６回 井手町解放文化祭
　差別を許さない人権意識の向上と、住民相互の交流を図ることを目的に、第２6回井手町解放文化祭が開催されます。
　今回も、人権啓発や地域交流のイベントが多数企画されています。お誘いあわせのうえ、ご参加ください。

　◇日　時 ３月１１日（日）　午前１０時～午後３時
　◇場　所 いづみ人権交流センター・いづみ児童館

　◇内　容 作品展示　舞台発表

  モギ店　小学生手作り工作コーナー　など
　　　　　　　[記念講演]（午後１時３０分～３時）

  　テーマ　　「人生あきらめたらあかん！」
           ～ 足りないものに不平不満を言わず、有るものに感謝 ～
  　講　師　　ゴスペル歌手
　　　　　　　　　　　　　　市岡裕子さん（元吉本新喜劇座長の故･岡八郎さんの娘）

※お問い合わせは、井手町解放文化祭実行委員会事務局（いづみ人権交流センター内　TEL 82-3380）まで

見つめよう私たちの歴史 育てよう私たちの文化

　【昨年の様子】
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な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
住
民
税
の
申
告
　

は
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
宇
治
税
務
署
代
表
（
℡
　
‐
４
１
４
１
）

４４

ま
た
は
井
手
町
税
務
課
（
℡
　
‐
６
１
６
３
）
に

８２

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
税
の
申
告
相
談
は
３
月
１
日
（
木
）
か
ら

　
住
民
税
の
申
告
受
付
は
、
町
職
員
が
出
張
し

て
行
い
ま
す
。
日
程
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
上
井
手
・
田
村
新
田
に
つ
い
て
は
時
間
が
変
更

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
書
は
２
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◎
住
民
税
の
申
告
期
限
は
３
月
　
日（
木
）で
す
。

１５

※
申
告
期
限
内
に
申
告
が
な
け
れ
ば
、
課
税
証

明
書
や
所
得
証
明
書
の
交
付
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

提
出
さ
れ
た
方
は
、
住
民
税
の
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

場　所日　　時区名

ＪＡ京都やましろ

井手町支店

午前９時～
午後３時

３月１日（木）

３月２日（金）
多賀地区

人権交流センター教養室〃３月５日（月）北

〃〃３月６日（火）南

上井手区公民館
午前９時～
午前１１時半

３月７日（水）
上井手

田村新田

井手町役場３階会議室
午前９時～
午後４時

３月８日（木）玉水

〃〃３月９日（金）水無・高月

〃〃３月１２日（月）石垣

◎
確
定
申
告
の
申
告
期
間
は
２
月
　
日
（
木
）

１６

か
ら
３
月
　
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

１５

　
宇
治
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は
、
鹿
六

「
４
階
」
で
す
。

平成２４年度　　住民税申告相談日程表
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日
時
／
２
月
　
日
（
金
）・
３
月
９
日
（
金
）

２４

　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
２
月
　
日
（
木
）

２３

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

《
手
芸
教
室
》

日
時
／
２
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
火
）・

２０

２１

　
　
　
　
日
（
水
）

２９

　
　
　
３
月
１
日
（
木
）・
５
日
（
月
）

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
健
康
教
室
】

日
時
／
２
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
～
　
時
半

２３

１０

１１

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
料
理
教
室
】

日
時
／
２
月
　
日
（
水
）・
　
日
（
水
）　

１５

２２

　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
白
玉
ぜ
ん

ざ
い
）】

日
時
／
２
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１５

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ

６５

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

２０

ン
タ
ー
だ
よ
り
」で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

住
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意

識
を
高
め
、
火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
、
春
の
火
災
予
防
運
動（
３
月

１
日
～
３
月
７
日
）
を
行
い
ま
す
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
本

部
予
防
課
（
℡
　
‐
７
８
２
６
）
ま
た
は
、

６３

京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
（
℡
　
‐
３

８２

０
０
０
）
ま
で

文
化
協
会
主
催「
作
品
展
示
発
表
会
」

第
２
回
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
井
手
町
文
化
協
会
加
盟
　
団
体
の
作
品

１２

展
示
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
場
ま
で
町
内
循
環
送
迎
バ
ス

の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
２
月
　
日
（
土
）

２５

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時
ま
で

１０

　
　
　
２
月
　
日
（
日
）

２６

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時
ま
で

１０

会
場
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
文
化
協
会

-

事
務
局
（
℡
　
 
５
７
０
０
）
ま
で

８２

【
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
２
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
～

１２

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
２
月
　
日
（
水
）

２２

　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
３
月
３
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
２
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
土
）

１８

２５

　
　
　
３
月
　
日
（
土
）

１０

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館（
℡

　
‐
４
１
１
２
）
ま
で

８２【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
２
月
　
日
（
金
）・
３
月
９
日
（
金
）

２４

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
３
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
／
３
月
３
日
（
土
）
午
後
５
時
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署

井
手
分
署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

春
の
火
災
予
防
運
動
　
　
　
　
　

【
３
月
１
日（
木
）～
３
月
７（
水
）】

　「
消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で
　

も
う
一
度
」（
平
成
　
年
度
全
国
統
一
防
火

２３

標
語
）

　「
防
火
の
手
　
広
げ
て
守
ろ
う
！
　
安
心

の
ま
ち
」（
京
田
辺
市
消
防
本
部
防
火
標
語
）

　
３
月
に
入
る
と
寒
さ
も
峠
を
越
え
、
火

の
取
扱
い
に
対
す
る
注
意
が
緩
み
が
ち
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風

の
強
い
日
が
多
い
た
め
火
災
が
拡
大
し
や

す
く
、
毎
年
か
け
が
え
の
な
い
人
命
や
貴

重
な
財
産
が
数
多
く
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
本
部
は
、
こ
う
し
た
火
災
に
よ
る

悲
し
い
出
来
事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

２
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
４
期
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
第
８
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
９
期
納
期
限
で
す
。
期
限
内
に
収
め
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室
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詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
】

日
時
／
２
月
　
日
（
土
）・
３
月
　
日
（
土
）

１１

１０

　
　
　
午
後
１
時
半
～

場
所
／
井
手
町
図
書
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館（
℡

　
‐
５
７
０
０
）
ま
で

８２【
井
手
玉
川
大
学
（
閉
講
式
・
第
７
回
）】

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１４

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

 【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉

泉
苑
、
第
２
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設
し

て
い
ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１４

２８

　
　
　
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
相
談
室

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
３
月
７
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１４

２８

　
　
　
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

日
時
／
３
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
３
月
８
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２
 【

乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
３
月
５
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
　
・
７
・
７
か
ら
Ｈ
　
・
８
・

２２

２２

　
生
ま
れ

３１受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
３
月
９
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ
　
・
７
・
８
か
ら
Ｈ
　
・
　
・

２０

２０

１０

７
生
ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２ 【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
２
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２０

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
３
月
５
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
２
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２７

２
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い 水

質
検
査
結
果
の
　
　
　

　
　
　
公
表
に
つ
い
て

　
井
手
町
で
は
、
住
民
の
皆
様
に
安
全
で

良
質
な
水
道
水
を
安
心
し
て
ご
利
用
頂
く

た
め
に
、
水
道
水
質
基
準
（
厚
生
労
働
省

令
）
に
基
づ
き
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
　
項
目
の
水
質
検

５０

査
を
　
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

１０

　
検
査
結
果
は
、
全
項
目
に
お
い
て
法
令

等
に
定
め
ら
れ
た
基
準
値
等
に
適
合
し
て

い
ま
す
の
で
安
心
し
て
飲
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。

○
採
水
場
所

【
井
手
水
道
事
業
】
井
手
合
藪
　
　
環
境
衛

４０

生
セ
ン
タ
ー

【
多
賀
地
区
簡
易
水
道
】
多
賀
小
字
庵
垣
内

　
　
多
賀
保
育
園

６３　
町
の
水
道
は
、
井
手
地
区
は
井
手
小
字

久
保
に
あ
る
第
１
水
源
地
の
取
水
井
戸

（
地
下
１
０
０
ｍ
）
と
井
手
小
字
扇
畑
に
あ

る
第
２
水
源
地
の
取
水
井
戸
（
地
下
　９０

ｍ
）、
多
賀
地
区
は
多
賀
小
字
西
北
河
原
に

あ
る
取
水
井
戸
（
地
下
１
６
８
ｍ
）
の
深

井
戸
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
て
い
る
た
め
、

渇
水
期
で
も
安
定
し
た
原
水
が
確
保
で
き

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
安
心
・
安
全
で
良
質
な
水
の
安

定
供
給
に
努
め
ま
す
。

※
お
問
い
合
せ
は
、
上
下
水
道
課
（
℡
　８２

‐
６
１
６
９
）
ま
で

各

種

相

談

子

育

て

健

康

　井手町では、木造住宅の耐震診断を希望される住民
に対し、耐震診断士を派遣する事業を実施します。
＜対象＞次の要件すべてに該当する木造住宅。
　①住戸の半分以上の床面積が住宅として使用され
　　ているもの。
　②昭和56年5月31日以前に完成しているもの。
　③簡易耐震診断の診断結果の評点が9点以下である
　　もの。
＜募集戸数＞７戸（先着順）
＜必要な費用＞3,000円（診断一戸あたりの自己負担）
＜申込期間＞2月29日（水）まで
＊お問い合わせは、建設課（℡82-6167）まで

井手町木造住宅耐震診断井手町木造住宅耐震診断士士
派派遣遣事業のご案事業のご案内内

水
道
料
金
未
納
の
　
　
　

　
　
　
方
は
ご
注
意
　!!

　
水
道
は
、
電
気
や
電
話
と
同
じ
く
利
用

者
の
使
用
料
金
で
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
電
気
代
や
電
話
代
は
納
付
が
遅
れ
る
と

自
動
的
に
停
止
さ
れ
ま
す
。

　
水
道
料
金
も
同
じ
く
納
付
が
遅
れ
る
と

水
道
法
及
び
町
条
例
に
基
づ
き
給
水
を
停

止
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
納
付
期
限
内

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
２
月

一
般
書

「
き
な
り
の
雲
」　
　
　
　
　
石
田
 千

「
サ
ラ
の
柔
ら
か
な
香
車
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
 長
道

「
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
村
」　
　
澤
西
 祐
典

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
ッ
キ
ー
ビ
ー
ト
ル

の
伝
説
」　
　
　
　
　
　
水
沢
 秋
生

「
親
鸞
　
激
動
篇
　
上
・
下
」　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
木
 寛
之

「
プ
リ
テ
ィ
が
多
す
ぎ
る
」　
大
崎
 梢

「
隠
し
事
」　
　
　
　
　
　
羽
田
 圭
介

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

☆
２
月
・
３
月
の
休
館
日

２
月
６
・
　
・
　
～
　
・
　
・
　
・

１３

１４

１７

２０

２３

　
日
２７３

月
５
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１２

１９

２１

２６

２９

※
空
調
設
備
の
大
規
模
改
修
の
為
、

２
月
　
日
（
火
）
～
　
日
（
金
）
ま

１４

１７

で
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

児
童
書

「
さ
ん
す
う
う
ち
ゅ
う
じ
ん
　
あ
ら

わ
る
！
」　
　
　
　
　
　
高
畠
 那
生

「
ウ
サ
ギ
の
ト
ト
の
た
か
ら
も
の
」　

　
 　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
メ
・
ハ
イ
ネ

「
お
な
か
の
な
か
の
な
か
の
な
か
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
 義
史

「
お
と
う
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
」　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
 に
し
か
わ
 お
さ
む

「
と
し
ょ
か
ん
ね
ず
み
」　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
フ

２
月
・
３
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

２
月
　
日
（
土
）
３
月
　
日
（
土
）

１１

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
人
形
劇
》

２
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
　
分
～

１４

１０

１５

　
時
ま
で
　
玉
川
保
育
園
　
　

１１★
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

《
絵
本
の
贈
呈
及
び
読
み
聞
か
せ
・
第

二
回
》

２
月
　
日
（
土
）
～
３
月
４
日
（
日
）

２５

★
対
象
の
方
に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

曾根崎心中
角田 光代
いま、男と女はどこへむかう
のか。運命の恋を全うする男
女の生きざまは、時代を超え
て、美しく残酷に立ち上がる
－。近松門左衛門の「曾根崎
心中」を翻案し、究極の恋の
かたちを描いた著者初の時代
小説。

中学生でもわかる経済学
永濱 利廣
世界が大きく転換していくい
ま、日本がグローバル化のな
かでどう生き残っていくのか。
価格の決め方から、年金や国
債、ＴＰＰなどの世界経済ま
でを、イラストを交えてわか
りやすく解説する。

しあわせのバケツ
デヴィッド・メッシング
世界中のどんな人も、心にバ
ケツを持っています。そのバ
ケツは、人を喜ばせるといっ
ぱいになり、嫌なことをする
と空になってしまいます。お
互いに思いやり親切にすれば、
みんなが笑顔で幸せになれる
ことを優しく説いた絵本。

ポケモンおもしろことわざ
げゑせん うえの
昔から伝えられてきたことわ
ざの中に、ポケモンたちが隠
れていた！　４２の「ポケモン
おもしろことわざ」を紹介し、
元になったことわざとその意
味を、わかりやすく解説。か
わいいポケモンの絵も満載。

Ｑ
．
特
別
障
害
給
付
金
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
の
で
す

が
。

Ａ
．
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い
い
わ
ゆ
る
無
年
金
障

害
者
と
呼
ば
れ
る
人
を
対
象
に
、
特
別
障
害
給
付
金
を
支
給

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
３
年

３
月
以
前
に
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
と
な
っ
て
い
た
学

生
、
昭
和
　
年
３
月
以
前
に
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
と
な

61

っ
て
い
た
人
（
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
の
被
扶

養
配
偶
者
）
で
、
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
中
に
初
診

日
（
初
め
て
医
師
の
診
察
を
受
け
た
日
）
が
あ
り
、
現
在
、

１
級
ま
た
は
２
級
の
障
害
等
級
に
該
当
す
る
　
歳
到
達
前
の

65

人
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
額
は
、
平
成
　
年
度
の
場
合
は
、

23

１
級
の
障
害
基
礎
年
金
の
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
場
合
は

月
額
４
９
、
６
５
０
円
、
２
級
の
障
害
基
礎
年
金
の
障
害
の

程
度
に
該
当
す
る
場
合
は
月
額
３
９
、
７
２
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
本
人
の
所
得
に
よ
り
、
支
給
額
の
全
額

ま
た
は
半
額
、
支
給
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
老

齢
年
金
、
遺
族
年
金
、
労
災
補
償
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
受
給
額
分
を
差
し
引
い
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
経
過
的
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
特
別

障
害
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
と
経
過
的
福
祉
手
当
は
支
給
停

止
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
障
害
給
付
金
は
、
原
則
と
し
て
、　
歳
に
達
す
る
日

65

の
前
日
ま
で
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
請
求
を
受

け
付
け
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
が
開
始
さ
れ
ま
す
の
で
、
請

求
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
支
払
方
法
は
、
障
害
基
礎

年
金
と
同
様
に
年
６
回
の
偶
数
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

★4月より、燃やすごみの袋の透明・半透明化が完全施行されます。透明袋による排出にご協力をお願いします。
★ごみは、朝９時までに出してください。
★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入れて出し
　てください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
   洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙など（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
２月２１日

３月６日
２月２３日２月１６日３月１日３月８日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
２月１４日
２月２８日

２月２４日２月１６日３月２日３月９日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
２月１５日
２月２９日

２月２３日３月８日３月１日２月１６日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
２月２２日
３月７日

２月２３日３月８日３月１日２月１６日火・金曜日多 賀 全 区

ごみ収集日程表（ ２月11日～ ３月10日）

記念に植樹しませんか 　　　　　　　　

大正池グリーンパーク植樹祭参加者募集 

日時/3月3日（土）午前10時～ 
場所/大正池グリーンパーク 
対象/平成24年に記念の慶事（誕生・入学・成人・結
婚・還暦・喜寿など）のある町内在住の方（1慶事につ
き、1申し込みのみ受け付けます。重複申し込みはでき
ません。年齢は満年です） 
植樹樹木/ヤマザクラ・イロハモミジ 
参加費/3千円 
定員/20本（各種10本ずつ）
※定員になり次第締め切ります。 

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、
　城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東
北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、茶臼
塚、新造、東北組、甚五郎谷

⑨２月２４日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、
小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

⑩２月２７日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石
名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、
粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑪２月２８日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西
垣内、中垣内、東垣内

⑫２月２９日

収集区域し尿収集
区域番号収集日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ
木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、田村新田

⑬３月１日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏
原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜
田、橋ノ本

⑭３月２日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮
ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、下赤田、
上赤田、鳥休、柴木田

⑮２月１３日
３月５日

大正池バードウォッチング 

日時 /3月17日（土）午後１時～3時
　　（12時30分大正池グリーンパーク集合） 
定員/ 20名（当日参加可、予約受付も可） 
講師/枚方野鳥の会　中川久男氏 
参加費/300円（資料代） 
持ち物/動きやすい服装、双眼鏡（お持ちの方） 

しいたけの菌打ちと楽しいクラフト 

日時/ 3月25日（日）午前9時～午後2時半 
定員/20名（事前にお申し込みください） 
参加費/2千円（昼食代含む） 
持ち物/動きやすい服装 
ホダ木2本（50cm）と作成したクラフトをお持ち
帰り頂けます。＊お問い合わせは、

　大正池グリーンパーク（℡９９－４７３３）まで

大正池グリーンパークからのお知らせ　



住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日
建国記念の日
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

土2/11

町民ソフトバレーボール大会（午前９時～、山城勤労者福祉会館）日12
月13

人形劇（午前１０時１５分～、玉川保育園）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
井手玉川大学【閉講式・第７回】（午後１時半～３時、自然休養村管理センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）

火14

胃がん検診（完全予約制、午前９時～正午、ＪＡ農協井手町支店）
肺がん検診（予約不要、午前９時～１１時半、午後１時～３時、ＪＡ農協井
手町支店）
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、い
づみ人権交流センター)
生き生きふれあいサロン【白玉ぜんざい】（午後1時半～、玉泉苑）

水15

胃がん検診（完全予約制、午前９時～正午、保健センター）
肺がん検診（予約不要、午前９時～１２時半、保健センター）木16
胃がん検診（完全予約制、午前９時～正午、保健センター）
肺がん検診（予約不要、午前９時～１２時半、保健センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金17

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
井手町豊かな緑と清流を守る協議会森林体験教室（午前１０時～、大正池）土18

日19
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）月20

手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）火21
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、いづみ人権交流センター)
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水22

健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木23
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金24
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
第２回ふれあいギャラリー【作品展示発表会】（午前１０時～午後４時、自
然休養村管理センターホール）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土25

第２回ふれあいギャラリー【作品展示発表会】（午前１０時～午後３時、自
然休管理センターホール）日26

無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月27
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）火28
発達相談（完全予約制、ご希望の方は保健センターにお問い合わせくだ
さい、保健センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

水29

無火災デー防火パレード
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）

木3/1

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブスキースクール（～４日まで）金2
大正池グリーンパーク植樹祭（午前１０時～、大正池グリーンパーク）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土3

日4
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）
１歳半健診（午後１時～１時半、保健センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

月5

火6
育児相談(午前９時半～１０時半、西部公民館)水7
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）木8
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
３歳児健診（午後１時～１時半、保健センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金9

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

土10

出張徴収 【多賀】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 2月11日～ 3月10日）

出張徴収
【北・南】

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

妻夫住所

鈴 木くるみ中 谷 智 樹井手

國 本 紘 子中 坊 拓 也井手

東 中 孝 枝石 本 雅 之井手

〈
出
産
〉

届出人赤ちゃん住所

綾 乃 凱  斗 
かい と

森 田井手

直 樹 昊  心 
こう しん

西井手

清 行 奏  介 
そう すけ

越 智井手

誉 晃 由  莉 
ゆい り

西 島井手

隆 之 帆  香 
ほの か

植 田多賀
〈
婚
姻
〉

（１２月１１日から１月１９日までの届出分・敬称略）

（１２月１１日から１月１９日までの届出分・敬称略）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp


